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研究成果の概要：暗黙知の表出化に関しては，IT 技術による支援は難しく，問題の劇的な改善

は難しいとされているが，知の表出・表現の基礎になる概念体系の欠如が知の交流の大きな障

害になっており，その障害を軽減することによって暗黙知の表出化・共有化が活性化されうる

（学習の事象や理論を構成する概念辞書をきめ細かく整備し，それを参照しやすい環境を提供

すれば，発信者が知を表出しやすくなり，受け手が了解しやすくなる）との知見を得た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 5,800,000 1,740,000 7,540,000 

２００７年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

２００８年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

年度  

  年度  

総 計 14,700,000 4,410,000 19,110,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 ・ 教育工学 
キーワード：オントロジー、ナレッジマネジメント、学習指導法、暗黙知の表出 
 
１．研究開始当初の背景 

思考能力の育成には，個別の知識・能力の教

育だけではなく，多様な知識・能力を適切に

統合する思考力の育成が重要であることの

再認識が進んでいる．教育の現場では，様々

な学習指導法が考案され，実践されている一

方で，そこで得られた知見を共有・普及する

うえで IT を利用した適切なナレッジマネジ

メント手法の確立が進んでいないのが実情

であった． 

学習指導法の考案・洗練・普及のプロセスで

は，創出者・実践者・研究者から構成される

実践コミュニティでの知見の共有が必要で

あるが，研究開始当初は学習指導法の普及の

ためのメディアは，文書媒体（論文・書籍・

指導計画書・実践レポートなど）が中心的な

役割を担っており，文書媒体では伝えにくい

知見（手法に込めた創出者の暗黙知，実践者

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：18300285 

研究課題名（和文） 学習指導法洗練・普及のためのナレッジマネジメント支援環境の開発 

  

研究課題名（英文） Development of Knowledge Management Support Environment for  

 Refinement and Sharing of Instruction Methods 

研究代表者 

池田 満（IKEDA MITSURU） 

北陸先端科学技術大学院大学・知識科学研究科・教授 

 研究者番号：80212786 



の暗黙知）の共有は円滑になされていなかっ

た． 
 
２．研究の目的 

本研究では,オントロジーベースの実践デー

タベースを中心にした学習指導手法の創

造・洗練・普及コミュニティウェアを開発し，

実証的にその有効性を検証することを目指

した．より具体的には以下の２点を主目的と

して研究を推進した． 

目的１：オントロジーに基づく知の表出化・

共有化支援：オントロジー工学的にアプロー

チすることによって，知識を構成する概念体

系を機械可読な形式で整備し，知の表出・蓄

積・共有のプロセスを支援することを目指し

た． 

目的２：ＩＴ環境を核にした実践コミュニテ

ィ運営ガイドラインの作成：ナレッジマネジ

メントの難しさの一つの要因は，実践者に個

人的専門知の積極的な発信を動機付けるこ

とが難しい点にあるとされている．この問題

を克服するうえで重要なことは，ＩＴ環境の

上で関係者の情報発信を活性化するような

実践コミュニティ運営の仕組みを構成する

ことである．この仕組みとして、コミュニテ

ィ内の実践者を適切に導くガイドラインの

作成を目指した。 

 
３．研究の方法 
 

学習指導法の構成概念の体系化：学習指導法

の構成概念を分析しオントロジーの基礎デ

ータを作成した． 

 

学習指導法のオントロジー構築：基礎データ

をもとにオントロジー（概念体系）を構築

した。  

 

オントロジーを基礎にした実践知共有手法

の設計：実践コミュニティにおける実践知

の表出化・蓄積手法の指針をたてた。基本

的には，実践知を表わす標準的な語彙を策

定し，その意味をオントロジーとして概念

化した． 

 

ナレッジマネジメント支援システムの設

計：学習指導法に関する実践コミュニティ

におけるナレッジマネジメント支援システ

ムを設計した．基本機能として実践データ

ベース・チャット・掲示板を提供する．実

践データをオントロジーに基づいて構造化

して記憶し，実践データの交流を促す知的

な検索機能を提供する． 

 

システムの開発と試運用：システムを開発し

実践コミュニティにおいて試運用し，教育

学的観点，オントロジー工学的観点から，

設計の妥当性を検証する。 

 
 
４．研究成果 

他者が容易に了解できる形式で表現するこ

とに著しい困難が伴うとされている暗黙知

（学習指導法に創出者が込めた設計意図や

実践者が現場で得た実践知など）の表出化の

支援に取りくんだ。暗黙知の表出化に関して

は，IT 技術による支援は難しく，問題の劇的

な改善は難しいとされているが，知の表出・

表現の基礎になる概念体系の欠如が知の交

流の大きな障害になっており，その障害を軽

減することによって暗黙知の表出化・共有化

が活性化されうる（学習の事象や理論を構成

する概念辞書をきめ細かく整備し，それを参

照しやすい共同作業環境を提供すれば，発信

者が知を表出しやすくなり，受け手が了解し

やすくなる）との知見が得られた．本研究で

は，その知見をさらに一歩進めて、学習指導

法の考案・洗練・普及プロセスに適用し，学

習事象・理論に関するオントロジーを組み込

んだナレッジマネジメント支援環境を構成

し，その有効性を検証した。 
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